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(百万円未満切捨て)

１．平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 20,697 12.4 △2,156 － △1,938 － △1,416 －

29年3月期第2四半期 18,407 △5.1 △2,556 － △2,375 － △1,868 －
(注) 包括利益 30年3月期第2四半期 △602百万円( －％) 29年3月期第2四半期 △2,810百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 △22.59 －

29年3月期第2四半期 △29.79 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 83,504 39,055 46.8

29年3月期 86,962 40,160 46.2
(参考) 自己資本 30年3月期第2四半期 39,055百万円 29年3月期 40,160百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 － 5.00 － 8.00 13.00

30年3月期 － 5.00

30年3月期(予想) － 8.00 13.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,000 20.0 4,300 177.1 4,600 135.3 3,200 245.5 51.02
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社 （ ― ） 、除外 ― 社 （ ― ）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年3月期2Ｑ 62,844,251株 29年3月期 62,844,251株

② 期末自己株式数 30年3月期2Ｑ 124,398株 29年3月期 123,744株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Ｑ 62,720,135株 29年3月期2Ｑ 62,723,130株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の継続等により、緩やかな景気回復

基調が続いているものの、世界的に不安定な政治情勢がもたらす経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響

から、先行きが不透明な状況で推移いたしました。

　また、当社グループの事業環境は、国内外を問わず熾烈な競争が継続しており、厳しい状況で推移しており

ます。

　このような事業環境の下、当社グループは今期が最終年度となる3ヵ年の中期事業計画において、グローバ

ル事業展開の加速を中心とした「成長戦略の推進」および利益確保に向けた既存領域における「事業構造改

革」を推進しております。

　受注につきましては、信号システム事業、電気機器事業ともに好調に推移し、前年同期を大きく上回りまし

た。売上につきましても、信号システム事業が堅調に推移するとともに、電気機器事業の産業機器用電源装置

が好調であったことから、前年同期を大きく上回りました。

　利益面につきましても、売上の増加、原価率の改善などにより、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属す

る四半期純利益ともに前年同期を上回りました。

　この結果、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高46,166百万円（対前年同期比10,868百

万円増）、売上高20,697百万円（対前年同期比2,290百万円増）、営業利益△2,156百万円（対前年同期比399

百万円増）、経常利益△1,938百万円（対前年同期比437百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益△

1,416百万円（対前年同期比452百万円増）となりました。

　

セグメント別の業績概況は、次のとおりであります。

　

〔信号システム事業〕

鉄道信号システムでは、受注はＪＲ・民営鉄道各社および公営鉄道向けＡＴＣ装置、北大阪急行電鉄ホーム

ドア、中国向け電子連動装置用品、インド国鉄電子連動装置などがあり、前年同期を大きく上回りました。売

上はＪＲ九州南宮崎駅ＰＲＣ装置、東京地下鉄銀座線ホームドア、西日本鉄道天神大牟田線運行管理装置、中

国向け電子連動装置用品などがあり、前年同期を上回りました。

　道路交通システムでは、交通信号制御機、交通信号灯器などの国内および海外での拡販に努めたものの、国

内における入札執行の遅れ等が影響し、受注、売上ともに前年同期と同水準となりました。

　この結果、当事業では受注高35,417百万円（対前年同期比6,721百万円増）、売上高13,170百万円（対前年

同期比95百万円増）となりました。なお、セグメント利益は△1,046百万円（対前年同期比144百万円減）とな

ります。

　

〔電気機器事業〕

産業機器用電源装置はメモリー系およびロジック系半導体向けの設備投資が引き続き旺盛であり、フラット

パネルディスプレイ向けの設備投資も継続したほか、通信設備用電源装置が鉄道会社向けを中心に堅調に推移

したことから、受注、売上ともに前年同期を大きく上回りました。

　この結果、当事業では受注高10,748百万円（対前年同期比4,146百万円増）、売上高7,527百万円（対前年同

期比2,195百万円増）となりました。なお、セグメント利益は1,143百万円（対前年同期比799百万円増）とな

ります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,484 3,597

受取手形及び売掛金 29,094 16,301

製品 3,340 3,316

半製品 2,971 3,578

仕掛品 13,406 21,024

原材料及び貯蔵品 265 272

繰延税金資産 1,194 1,708

その他 734 1,201

貸倒引当金 △16 △0

流動資産合計 55,475 50,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,793 9,630

その他（純額） 4,239 4,303

有形固定資産合計 14,032 13,933

無形固定資産 1,486 1,454

投資その他の資産

投資有価証券 14,673 15,830

繰延税金資産 9 9

退職給付に係る資産 85 85

その他 1,219 1,210

貸倒引当金 △20 △20

投資その他の資産合計 15,967 17,116

固定資産合計 31,486 32,504

資産合計 86,962 83,504
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,551 8,799

電子記録債務 3,995 4,450

短期借入金 7,548 7,092

1年内返済予定の長期借入金 2,329 5,329

未払法人税等 456 145

役員賞与引当金 21 45

受注損失引当金 432 355

環境対策引当金 － 11

その他 5,839 5,398

流動負債合計 30,175 31,628

固定負債

長期借入金 11,685 7,521

退職給付に係る負債 3,133 3,188

資産除去債務 136 137

環境対策引当金 24 24

繰延税金負債 1,402 1,756

その他 242 193

固定負債合計 16,626 12,821

負債合計 46,801 44,449

純資産の部

株主資本

資本金 6,270 6,270

資本剰余金 4,625 4,625

利益剰余金 24,176 22,258

自己株式 △43 △43

株主資本合計 35,029 33,110

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,418 6,163

為替換算調整勘定 △53 △51

退職給付に係る調整累計額 △232 △167

その他の包括利益累計額合計 5,131 5,944

純資産合計 40,160 39,055

負債純資産合計 86,962 83,504
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 18,407 20,697

売上原価 15,941 17,214

売上総利益 2,466 3,483

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,318 1,324

賞与 363 357

賞与引当金繰入額 － 48

退職給付費用 170 167

減価償却費 174 181

荷造及び発送費 399 471

貸倒引当金繰入額 △11 △15

その他 2,608 3,104

販売費及び一般管理費合計 5,022 5,639

営業損失（△） △2,556 △2,156

営業外収益

受取配当金 107 121

受取保険金 152 165

受取補償金 1 1

持分法による投資利益 － 3

その他 73 60

営業外収益合計 334 352

営業外費用

支払利息 66 72

資金調達費用 9 13

持分法による投資損失 8 －

為替差損 49 37

その他 20 10

営業外費用合計 153 134

経常損失（△） △2,375 △1,938

特別利益

固定資産売却益 20 95

ゴルフ会員権売却益 － 1

特別利益合計 20 97

特別損失

固定資産除売却損 28 4

環境対策引当金繰入額 14 11

特別損失合計 43 16

税金等調整前四半期純損失（△） △2,398 △1,856

法人税等 △529 △440

四半期純損失（△） △1,868 △1,416

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,868 △1,416
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △1,868 △1,416

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △825 745

為替換算調整勘定 △141 2

退職給付に係る調整額 71 65

持分法適用会社に対する持分相当額 △46 －

その他の包括利益合計 △942 813

四半期包括利益 △2,810 △602

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,810 △602

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,398 △1,856

減価償却費 849 836

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △15

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 51 149

持分法による投資損益（△は益） 8 △3

受取利息及び受取配当金 △116 △131

支払利息 66 72

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △1

売上債権の増減額（△は増加） 11,585 12,792

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,853 △8,194

仕入債務の増減額（△は減少） △1,595 △298

その他 △812 △717

小計 1,772 2,631

利息及び配当金の受取額 117 133

利息の支払額 △76 △82

法人税等の支払額 △387 △406

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,425 2,275

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △320 △346

定期預金の払戻による収入 62 －

投資有価証券の取得による支出 △14 △14

関連会社株式の取得による支出 － △67

有形固定資産の取得による支出 △769 △840

有形固定資産の売却による収入 25 108

無形固定資産の取得による支出 △222 △223

ゴルフ会員権の売却による収入 － 2

その他 45 19

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,193 △1,361

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △455

長期借入金の返済による支出 △950 △1,164

配当金の支払額 △313 △501

その他 △31 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,294 △2,149

現金及び現金同等物に係る換算差額 △87 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,149 △1,233

現金及び現金同等物の期首残高 4,665 4,484

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,516 3,251
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年9月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
（注）1
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額

（注）2
(百万円)

信号システム
事業

(百万円)

電気機器
事業

(百万円)

計
(百万円)

売上高

　外部顧客に
　対する売上高

13,074 5,332 18,407 － 18,407

　セグメント間の内部
　売上高または振替高

3 53 56 △56 －

計 13,078 5,385 18,463 △56 18,407

セグメント利益
または損失(△)

△902 343 △558 △1,997 △2,556

(注)1 セグメント利益または損失(△)の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用1,997百万円が含ま

れております。なお全社費用は管理部門等に係る費用であります。

2 セグメント利益または損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

（参考情報）

【海外売上高】

前第2四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年9月30日）

アジア その他 合計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 4,901 528 5,430

Ⅱ 連結売上高（百万円） ― ― 18,407

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合

26.6％ 2.9％ 29.5％

（注）1. 地域は、地理的近接度により区分しております。各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

　（1）アジア・・・・・・韓国、中国等

　（2）その他・・・・・・アメリカ等

2. 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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Ⅱ 当第2四半期連結累計期間(自 平成29年4月1日 至 平成29年9月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
（注）1
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額

（注）2
(百万円)

信号システム
事業

(百万円)

電気機器
事業

(百万円)

計
(百万円)

売上高

　外部顧客に
　対する売上高

13,170 7,527 20,697 － 20,697

　セグメント間の内部
　売上高または振替高

3 224 228 △228 －

計 13,174 7,752 20,926 △228 20,697

セグメント利益
または損失(△)

△1,046 1,143 96 △2,252 △2,156

(注)1 セグメント利益または損失(△)の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用2,252百万円が含ま

れております。なお全社費用は管理部門等に係る費用であります。

2 セグメント利益または損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

（参考情報）

【海外売上高】

当第2四半期連結累計期間（自 平成29年4月1日 至 平成29年9月30日）

アジア その他 合計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 7,128 80 7,209

Ⅱ 連結売上高（百万円） ― ― 20,697

Ⅲ 連結売上高に占める
　 海外売上高の割合

34.4％ 0.4％ 34.8％

（注）1. 地域は、地理的近接度により区分しております。各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

　（1）アジア・・・・・・韓国、中国、台湾等

　（2）その他・・・・・・アメリカ等

2. 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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